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あらまし：新入社員研修は，指導する立場の指導員にとっても成長の機会である．本研究では，新入社員

研修における指導員の経験学習による成長を強化し，指導経験を他の指導員と共有することで指導員の

成長を促進する仕組みの構築を目指している．本研究では，その足掛かりとして，指導員が学習を内省す

るための教材，かつ，指導の意図が表出化される媒体として指導員用週報を導入した．本稿では，週報に

記述された経験学習ついて検討を加える． 
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1. はじめに 
企業における人材育成において，多様化する仕事

に対応できるように，社員が自ら成長する環境づく

りが求められている．企業が成長の仕方（経験から

の学び方）の学びに焦点を置いた人材育成を創造し

ていくうえで，指導のノウハウを企業全体で共有し

ていくことが重要である．人材育成担当者の多くは，

熱心な指導員が創出した学び方の学びに対する指導

のノウハウや，その指導員のかつての指導員やその

指導員の指導を受けた実習員といった特定のグルー

プによって蓄積された学び方の学びに対する指導の

ノウハウが企業内に埋もれたままでいる現状に苛ま

れている．本研究では，前報（1）で明らかとなった新

入社員研修（営業実習）における実習員と指導員の

成長をより強化し，指導員が他の指導員と教え方の

経験を共有することで指導員の成長を促進する営業

実習の質向上の仕組みの構築を目指している．その

足掛かりとして，本研究では，指導の背後にある意

図を表出化するための指導員用週報および実習員用

週報の説明教材を開発し，営業実習に導入した．本

稿では，導入した週報について報告し，週報に記述

された内容について分析した結果について論じる． 
 

2. 指導員用週報の構成 
指導員には，対話による実習員の学びの支援を通

して，指導員自身が成長する機会とすることが期待

されている．指導員用週報には，実習員の成長を整

理し対話に活かすための仕組み，と，自身の成長を

俯瞰的に捉え効果的に成長するための仕組みが用意

されている．前者の仕組みとして，「実習員の成長」

欄（図 1 (a)）と「実習員が意識している思考・視点」

欄（図 1 (b)）がある．営業実習において，指導員に

は，実習員の「マーケットイン」「顧客志向」をはじ

めとする他者視点思考の意識付けが期待されている．

例えば，優れた指導員は，作業が終わらず翌日に持

ち越してしまったことに対する「次からは時間内に

作業を完了させたい」といった自己視点のみの実習

員の反省を受けて，計画的に作業を遂行するように

促すだけでなく，その仕事に対する関係者への影響

を考えるように促すなど，随所で他者視点思考の意

識付けを行っている．指導員用週報では，実習員の

一週間の成長および実習員が意識している視点・思

考（例えば，所属元視点，顧客視点，など）を記述

することで，実習員の成長を他者視点思考の意識付

けの観点から整理することができ，実習員の指導方

針（および所見欄のコメント）が考えやすくなる． 
後者の仕組みとして，「指導からの学び」欄（図 1(c)）

と「自身の成長」欄（図 1(d)）がある．「指導からの

学び」については，指導から学んだことを経験学習

の 4 つのステップで記述できるようになっている．

「自身の成長」欄には，実習員の指導を通した自身

の成長を記述する．業務遂行経験が浅く経験からの

学びに慣れていない実習員にとっては，業務依存で

ない自らの成長を意識することは負荷が高い．その

ため，指導員が実習員の経験学習サイクルを俯瞰す

ることで成長を把握し，その成長を支援することが

必要である．一方，指導員においては，自身の経験

学習サイクルを俯瞰することで自身の成長を把握し，
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その成長を自身で支援することが期待されている．

この成長の自己把握と自己支援を繰り返すことによ

って効果的に成長し続けることが可能となる．営業

実習における実習員の成長を把握し支援する経験を，

自身の成長の自己把握と自己支援の学びへと学習を

深化させることが期待されている． 
 

3. 調査 
本研究では，大手インフラ系企業の H 社を調査対

象とした．H 社では新入社員研修の一環として，顧

客との直接交渉を主としない設計開発部署に配属さ

れた新入社員が顧客との直接交渉を主とする営業部

署を実習先とする営業実習を実施している(1)．H 社

の営業実習では，新入社員用の週報はこれまでも利

用されていたが，指導員用の週報を導入したのは，

初めてであった． 
この営業実習期間中（4 週間）に用いられた指導

員用週報に記述された 3500 文字を分析対象とした．

週報の記述者の指導員は，営業系部署所属の M 氏

（勤続年数 12 年，35 歳，男性，過去の指導経験 0
名）であった．分析には，質的データ分析手法の

SCAT(2)を用いた．分析は，主に第一著者が行い，そ

の分析から作成された SCAT の表を用いて，共著者

間で分析の妥当性を検討しながら改善を加えた． 
 

4. 結果 
SCAT を用いて週報を分析するにあたり週報の記

述を 20 のテクストに分割した．SCAT 分析表とスト

ーリーラインについては別稿に譲るとして，分析か

ら得られた理論記述（ストーリーラインから探索さ

れた分析対象を理解するための可能性の記述）につ

いて，以下に述べる 

4.1 実習員の指導に関する経験学習 

目的共有や振り返りといった学習コミュニケーシ

ョンを通して，顧客志向を含めた他者視点思考に関

する実習員の学びを促す指導に関する経験学習を行

う．学習コミュニケーションを通して実習員らしさ

を伸ばそうとする実習員の学びを促す指導に関する

経験学習を行う．実習員の学びを促す指導に関する

経験学習を通して，学習コミュニケーションが成立

すると学びの質が高まることを認識する． 

4.2 指導員自身の学習に関する経験学習  

実習員の経験を自分ごととして捉えて学ぼうとす

る自身の学びに関する経験学習を行う．自身の意見

の押しつけによって実習員の学習機会を阻害するこ

とが自身の他者視点思考の学習機会を喪失している

ことを認識し，営業実習の指導経験を学習機会とし

て活用する意欲が見られる．営業実習への指導員と

しての参加が自身の他者視点思考の学習機会である

ことを認識する．学習コミュニケーションを通じて，

自身の成長を阻害する悪習慣や理解状態（学習不足）

を認識しようとするメタ認知的自己調整学習に関す

る経験学習を行う．実習員の経験から学ぶ姿勢を観

察し自身が経験から学ぶ意欲が不足していることを

認識することで学び方を学ぼうとする動機づけ的自

己調整学習を行う．学習コミュニケーションにおい

て素直に教えを請う方が学べることが多いことを認

識する（行動的自己調整学習）． 
 

5. 考察 
週報の分析結果から，指導員が，学習コミュニケ

ーションを通して，営業実習が新入社員を教育する

場としてだけではなく自身の学習の場であることの

認識を深めたことが明らかになった．また，経験学

習を意図した週報を使用することで，経験学習の転

回を意識させることができており，指導員が実習員

への指導と指導員自身の学びに関する二種類の経験

学習を転回させていたことが明らかになった．さら

に，指導員は，自身の学びに関する経験学習の転回

を通して自己調整学習を行っていた． これらのこと

から，筆者らが開発した指導員用週報を新たに営業

実習に導入したことによって営業実習の優れた面

（指導員の成長）をより強化できたと考える．  
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図 1 指導員用週報のフォーマット 
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